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学校が再開し２ヶ月が過ぎました。最近，雨上がりの水たまりで子供たちが何かを探しています。

学級に持ち帰り楽しそうに観察しています。学校が再開されてから，３年生は理科の勉強でモンシロ

チョウの飼育に取り組んだり，５年生はメダカの飼育に取り組んだりしてきました。特に，モンシロ

チョウが卵から生まれ次々と姿を変え，さなぎから羽化する様子に驚いていました。低学年の子供た

ちは，生活科の勉強で，中庭や校庭などで虫探しなどを行い，虫かごに入れては楽しんでいます。そ

んな昆虫などに興味を持っている子供たちに，放送朝会で，以下の内容の話をしました。

今朝もですが，校長先生が学校に着くと，雨上がりの水たまりで何かを探している人をたく

さん見かけます。何をしているか尋ねると，「ミズカマキリ，アメンボ，・・・探し」との声が

返ってきます。各教室などを回っていると，目を輝かせてそれらを観察しています。これまで

も，理科や生活科でモンシロチョウやメダカの飼育，ミズカマキリやカタツムリ，ダンゴムシ

の観察などを行い，みなさんからたくさんの驚きや発見を教えてもらいました。

今日は，校長先生が，昆虫や生き物に関係あるお話をします。

日本の大学や会社では，昆虫や鳥などの生き物を参考にいろ

いろな物を作り，私たちの生活を大変便利にしたり，大いに役

立たせたりする研究を続けています。その中心にいるのが，前

東北大学教授 石田秀輝先生です。（以下様々な図鑑を示しながら）

石田先生は，ゴキブリなどじょうぶで堅い前ばねを持つ甲虫類(カブトムシ等)の表面がいつ

もピカピカしていることに目を付け研究を開始し，虫の出す液が表面をきれいにしていること

を発見しました。しかし，その液を作り出すことはできませんでした。そこで，様々な生き物

を観察し，カタツムリが殻の作りによって常にきれいな状態を保っていることを発見しました。

この殻の作りを家の壁やトイレなどに応用して，水だけで汚れが落ちる商品を開発しました。

また，弱い風でも飛ぶことができるトンボの羽の仕組を利用して風車の羽を作り，風が弱い

場所でも発電できる風力発電の実用化に向けた研究を進めています。

これらの他にも，開発中の時速３００ｋｍを超える最新型の新幹線の屋根に付けるパンタグ

ラフには音を立てずに獲物に近づくフクロウの羽根の仕組を応用し，小さな突起を付け，小さ

な渦をおこし騒音を抑えることにつなげたり，新幹線の先頭車両には水や空気の抵抗を減らす

ため，水の中の魚を上手に捕る鋭いカワセミのくちばしの形が応用されたりしています。また，

ホタルの光は，コンサ－ト会場やお祭りなどで見かける蛍光色に光る棒状などのケミカルライ

トに応用されています。

石田先生は「生き物を真似て誕生した製品が，私たちの周りにあふれています。様々な生き

物が，長い時間の中で，環境に応じて変化し現在の形をつくりあげてきました。人間が抱える

問題を解決するヒントは無数にある生き物たちの形に隠れているのです。」と話されています。

また，「何度も失敗を繰り返して様々な物を開発することができました。」とも話されています。

みなさんも，身近な物の中に，生き物の形に隠れている物はないか考えてみたり，生き物を

じっくり観察し不思議を感じてみたり，諦めずに努力し納得するまで勉強を続けてみたりして

ください。校長先生は，みなさんが石田先生のように，根気強く取り組む人，社会に役立つ人

になってほしいと願っています。自分の夢に向かって，少しずつでも努力を積み重ね，頑張っ

ていきましょう。明日，一迫小学校に珍しい生き物（？）が来ます。校長先生もとても楽しみ

にしています。どんな生き物かじっくり見てくださいね。お話を終わります。


